
令和２年度「えひめ教育の日」推進大会・推進フェスティバル 
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令和２年度「えひめ教育の日」推進大会・推進フェスティバルを、１０月２４日（土）砥

部町中央公民館において開催いたしました。平成２０年に「えひめ教育の日」及び「えひめ

教育月間」、推進大会・推進フェスティバルを松山市で行い、その後、開催地を県下に拡大

してきました。県下各地で１３回目の開催となり、県下全域に「えひめ教育の日」の趣旨を

浸透させることが出来ました。 

今年度の大会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、関係団体の参加人数を制限

して開催いたしました。その結果、砥部町教育委員会、小・中・高校の教職員、ＰＴＡの皆

様を中心に、県議会、県教育委員会そして市町教育委員会関係者をはじめ、「えひめ教育の

日」推進会議関係３８団体の会員を加え総勢約１８０名の参加のもと、開催することができ

ました。 

推進大会では、「えひめ教育の日」推進会議の新谷会長のあいさつの後、ご来賓の松下県

議会スポーツ文教警察委員会委員長様、佐川砥部町長様、田所愛媛県教育長様からご祝辞を

いただきました。次に「えひめ教育の日」推進宣言、「えひめ教育の日」関連写真大賞受賞

校（２校）の表彰を行いました。最後に、推進フェスティバル出演者・関係者全員に、(株)

松山青果様から提供された、「愛のあるバナナ」の贈呈が行われ、推進大会の幕を閉じまし

た。 

 

【開 催 内 容】   

１ 推進大会・開会式        

〇 主催者あいさつ                     ○ 来賓祝辞       

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

「えひめ教育の日」推進会議 

新谷会長 

    愛媛県議会議長祝辞代読  

松下県議会スポーツ文教警察委員会委員長 

 



〇 来賓祝辞            〇 来賓祝辞          

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
砥部町 佐川町長            愛媛県 田所教育長 
   
 
 

○ 推進宣言             ○ 関連写真 大賞 表彰 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「えひめ教育の日」推進会議 飛地副会長 松山市立石井幼稚園、愛媛県立新居浜東高等学校 

 

〇 「愛のあるバナナ」贈呈式 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
㈱松山青果様より、推進フェスティバルに参

加の皆さん１４０名に１房ずつ「愛のあるバナ

ナ」がプレゼントされました。また、「愛のある

バナナ」１袋販売につき１円ずつ「青少年育成

基金」として、県教育会に寄付されます。現在

までに１５４万円を超える基金が寄付され、県

内各地区教育会を通して、県内小中学校や公民

館の図書購入などにあてられています。 



２ 推進フェスティバル 

 砥部小学校の華麗な「砥部小獅子」で幕を開けました。そして、砥部中学校吹奏楽部の心に

響く演奏、松山東高等学校の英語による「漱石の残した文学の種」へと続きました。最後は、

鼓舞姿太鼓による勇壮で体に響く「和太鼓」演奏で締めくくりました。 

 

※ 小学生による「砥部小獅子～統合 50周年の舞～」      砥部小学校   

 ※ 中学生による「届け！吹奏楽の響き」           砥部中学校    

 ※ 高校生による「漱石が残した文学の種」                  松山東高等学校 

 ※ 伝統芸能「和太鼓演奏」                             鼓舞姿太鼓 

※ 高校生による「展示発表と物産販売」 

中央広場では、伊予農業高校（園芸・農作物）、上浮穴高校（農作物・加工品）、松山南高

校砥部分校（グラフィックデザイン作品）、松山中央高校（文化部作品）、松山工業高校（防

災・減災作品）、東温高校（ビジネス実習作品）、伊予高校（探 Q の成果）による物品販売・

展示発表等が行われました。どの学校も学習の成果がでたすばらしい実践でした。 

 

〇 小学生による「砥部小獅子～統合 50 周年の舞～」 砥部小６年 ４３名による演舞 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

☆ ６年生の舞う「砥部小獅子」は昭和５８年から続く砥部小学校の自慢です。下級生の憧れで

あり、地域からも愛されています。今年は統合５０周年の節目の年。大切に守り受け継いでき

た伝統の舞です。 

 

○ 中学生による「届け！吹奏楽の響き」 砥部中吹奏楽部 ４１名による演奏 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 「私たちはできる」のスローガンの元、砥部中学校吹奏楽部４１名は、日々練習に励み、仲

間と響き合うサウンドを目指し、学校や地域行事で演奏しています。 

 

 

 



〇 高校生による「漱石が残した文学の種」 松山東高等学校 ６名による発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

☆ 私たちの郷土が誇る夏目漱石は、明治２８年、私たちの学校で英語の教師として教鞭を 

とりました。漱石の生き方、正岡子規との出会い、著書「坊ちゃん」などを通して、漱石 

が松山東高校の校風や、松山の風土に残したものについて考えてみました。 

 

 〇 伝統芸能「和太鼓演奏」   鼓舞姿太鼓１１名による演奏 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

☆ 砥部町南部の山間部に位置する広田地区を拠点に活動しています。町内イベントでの演奏、

小学校太鼓クラブの指導など和太鼓の魅力を多くの方に伝えることを目標に邁進する日々

です。 

 

〇 高校生による学習作品展示、物産販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農作物・加工品販売（上浮穴高校）        園芸・農作物（伊予農業高校） 

 



   

  

 

 

 

 

 

 

 

   

防災・減災作品展示（松山工業高校）         文化部作品展示（松山中央高校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

探Ｑの成果展示（伊予高校）         ビジネス実習作品展示（東温高校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   グラフィックデザイン作品展示（松山南高校砥部分校） 

 

 

 

 

 

 



３ 記念講演 

 記念講演では、寮 美千子氏（作家・詩人）をお招きし、「生まれつき悪い子なんていない～

奈良少年刑務所 絵本と詩の教室～」という演題でご講演いただきました。 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進大会・フェスティバル点描 
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「えひめ教育の日」推進大会・推進フェス

ティバル看板・のぼり 

関連写真パネル 

「えひめ教育の日」推進大会・推進フェスティバル受付風景 

 


